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本
書
は
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
ロ
ン
ド
ン
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
に
つ
い
て
扱
っ
て
お
り
、
図
版
も
多
用
さ
れ
た
楽
し

い
著
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
博
覧
会
の
提
供
側
で
あ
る
中
産
階
級
を
含
む
政
府

や
王
室
の
記
述
と
、
受
け
手
で
あ
る
民
衆
側
の
歴
史
、
そ
し
て
建
築
・
美
術
・

産
業
史
的
要
因
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
 

 
第
一
章
で
は
有
名
な
一
八
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
博
開
催
に
関
わ
っ
た
ヘ

ン
リ
ー
・
コ
ー
ル
や
王
立
委
員
会
、ア
ル
バ
ー
ト
公
の
役
割
が
述
べ
ら
れ
る
。

コ
ー
ル
は
従
来
貴
族
や
エ
リ
ー
ト
に
独
占
さ
れ
て
き
た
美
術
の
世
界
を
庶
民

に
開
放
し
、
工
芸
品
に
美
術
的
価
値
を
見
出
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
見
せ
方
や

展
示
方
法
、
さ
ら
に
は
そ
の
展
示
空
間
と
な
っ
た
水
晶
宮
で
も
民
衆
に
と
っ

て
魅
力
的
な
演
出
を
意
識
し
た
と
言
う
。
 

 
第
二
章
で
は
「
シ
ド
ナ
ム
の
水
晶
宮
」
と
題
し
て
、
こ
こ
で
行
わ
れ
た
ヘ

ン
デ
ル
の
音
楽
な
ど
を
使
用
し
た
民
衆
教
育
と
娯
楽
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ

る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
館
長
の
妻
で
著
名
な
美

術
評
論
家
で
あ
っ
た
レ
イ
デ
ィ
ー
・
イ
ー
ス
ト
レ
イ
ク
は
、
水
晶
宮
を
「
教

育
と
娯
楽
の
融
合
の
場
」
と
表
現
し
、
こ
れ
は
当
時
の
中
産
階
級
の
知
識
人

達
に
よ
っ
て
信
じ
ら
れ
て
い
た
「
合
理
的
余
暇
」
や
「
自
ら
を
高
め
る
た
め

の
余
暇
」と
言
う
価
値
観
と
理
念
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、大

変
興
味
深
い
。
 

 
第
三
章
で
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
美
術
名
宝
博
覧
会
で
展
示
さ
れ
た
数
々
の

有
名
絵
画
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ネ
サ
ン
ス

や
近
世
の
も
の
か
ら
同
時
代
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
作
品
群
で
あ
り
、
ア
ル

バ
ー
ト
公
や
ハ
ー
フ
ォ
ー
ド
公
が
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
イ

タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
か
ら
影
響
を
受
け
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
な
ど
で

開
花
し
た
美
術
運
動
で
あ
る
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
絵
画
、
ま
た
一
八
世
紀
の

絵
画
作
品
な
ど
の
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
集
が
、
産
業
革
命
以
来
の
経
済

発
展
に
よ
っ
て
台
頭
し
た
裕
福
な
中
産
階
級
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
に
よ
っ
て
担

わ
れ
た
経
緯
、
ま
た
彼
ら
は
美
術
教
育
の
発
展
に
も
寄
与
し
た
と
い
う
重
要

な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

 
そ
し
て
第
四
章
で
は
一
八
六
二
年
の
第
二
回
ロ
ン
ド
ン
万
博
に
つ
い
て
で

あ
り
、
第
一
回
目
よ
り
よ
り
拡
大
し
た
様
子
、
ま
た
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
影
響

や
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
の
大
砲
の
展
示
な
ど
軍
事
的
な
要
因
を
含
ん
だ
こ

と
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
国
際
博
覧
会
会
場
に
は
幕
末
日
本
の
使
節
団
が
派

遣
さ
れ
、
そ
の
時
の
様
子
や
日
本
製
品
展
示
場
で
の
漆
器
や
青
銅
器
な
ど
の

芸
術
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
日
本
が
こ
れ
に
参
加
し
た
経
緯
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
こ
の
国
際
的
博
覧
会
の
有
用
性
を
認
識

し
、
積
極
的
に
参
加
す
る
様
に
な
り
、
そ
れ
は
第
五
章
で
扱
わ
れ
る
多
額
の

経
費
を
投
じ
て
の
日
英
博
覧
会
・
イ
ン
・
ロ
ン
ド
ン
で
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
 

 
第
五
章
は
一
九
一
〇
年
に
開
催
さ
れ
て
大
盛
況
と
な
っ
た
ロ
ン
ド
ン
で
の

日
英
博
覧
会
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
会
場
で
は
日
本
再
現
が
行
わ
れ
、
両

国
の
皇
室
や
王
室
の
こ
れ
へ
の
関
与
、
そ
し
て
歴
史
館
に
つ
い
て
は
日
本
の

歴
史
的
発
展
と
日
本
の
植
民
地
と
な
っ
た
台
湾
や
韓
国
に
つ
い
て
の
東
洋
館
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の
展
示
も
あ
い
ま
っ
て
大
変
興
味
深
い
。
日
本
政
府
省
庁
館
で
は
日
本
の
軍
 

事
的
拡
大
が
示
唆
さ
れ
、
美
術
の
館
で
は
本
来
評
価
さ
れ
る
べ
き
美
術
部
門
 

に
つ
い
て
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
美
術
の
展
示
に
つ
い
て
も
 

触
れ
ら
れ
、
日
英
の
美
術
へ
の
相
互
認
識
の
差
異
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
 

博
覧
会
で
の
日
本
再
現
で
は
日
本
の
日
清
・
露
戦
争
で
の
勝
利
や
満
洲
鉄
道
 

の
日
本
の
近
代
化
を
誇
示
す
る
文
化
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
要
因
が
見
ら
れ
、
 

一
方
で
仏
像
や
水
墨
画
、
ま
た
庭
園
な
ど
の
伝
統
的
な
日
本
美
術
の
展
示
と
 

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
日
本
の
博
覧
会
展
示
に
こ
め
ら
れ
 

た
政
治
・
外
交
的
思
惑
に
つ
い
て
の
分
析
は
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
日
英
 

同
盟
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
日
英
博
覧
会
の
意
義
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
日
 

英
博
覧
会
の
成
功
を
祝
う
祝
賀
会
で
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
公
と
加
藤
高
明
に
よ
 

る
ス
ピ
ー
チ
に
は
、
両
国
の
外
交
的
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

 
目
新
し
い
視
点
や
史
料
を
提
示
す
る
研
究
と
言
う
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
 

都
で
行
わ
れ
た
博
覧
会
に
つ
い
て
書
か
れ
た
先
行
研
究
の
文
献
や
活
字
に
な
 

っ
て
い
る
当
時
の
出
版
物
を
巧
み
に
使
用
し
、
網
羅
的
に
解
り
や
す
く
ま
と
 

め
た
文
化
史
研
究
で
あ
る
。
使
用
す
る
文
献
や
資
料
は
本
書
の
性
格
上
こ
れ
 

で
十
分
と
思
わ
れ
る
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
内
の
文
書
 

館
に
存
在
す
る
博
覧
会
に
関
し
て
の
文
書
や
公
文
書
館
の
一
次
史
料
が
あ
れ
 

ば
、
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
研
究
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
 

か
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
松
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佐
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